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写 真 ： ７ ０ 周 年 準 備 特 別 委 員 会
委 員 長 橋 本 一 幾

・知ろう地域の輝き
「～Ｅ_ＫＯ ｎｏ ＯＴＡＫＵ こども食堂～」

・迎えろ７０周年
「６０周年を知るあの人へメンバーインタビュー」

・理事会通信
「第７回理事会」

・広めろメンバーの想い
「７月度例会～創り出そう！

唯一無二の７０周年～開催」

「拡大交流会～ＬＥＴ’Ｓ ＥＮＪＯＹ～開催」
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知ろう地域の輝き
「知ろう地域の輝きでは」地域で活躍している人物、話題のスポットを取材し記事にしていきます。今回は彦根市の
四番町スクエアにて、子供食堂を行っておられる「Ｅ_ＫＯｎｏ ＯＴＡＫＵ子ども食堂」(えぇこのおたくこどもしょ
くどう)について、代表の寺居様にお話を伺いました。

筆者：よろしくお願いいたします。まずは「Ｅ_ＫＯ ｎｏ ＯＴＡＫＵ」とはどの
ような団体でしょうか？

寺居：簡単に言うと子供食堂を行っていて、みんなで子供達を見守りな
がら、子供たちが安心して過ごせる場所、そして地域の大人たち

とたくさんかかわりを持てる場、そんな居場所の提供を目指して
活動しています。

筆者：主にどのような活動をされていますか？
寺居：毎月第４土曜日に子供たちを集め、歯磨きの勉強や、食べ物に

ついての勉強、地域を巻き込んだイベントの開催や参加を通して
子供たちとおとなが触れ合える環境づくりを行っています。例え
ば４番町スクエアではもともと１００円市というものを行っているの
ですが、その際料金を大きくわかりやすく表示することで、子供

たちにも分かりやすくして、実際に買いものをしてもらい、お金の使い方などを学んでいただける取り組み
をおこなったり、つい最近ですと彦根青年会議所さんの写生大会にもお弁当を持ってみんなで参加させて
いただいた りだとか様々な活動を行っています。

筆者：その節はありがとうございました。活動のきっかけというものは
何かあったのですか？

筆者：今後こんな活動を行いたいということは何かありますか？
寺居：彦根市全体が子供食堂のようになって欲しいと思っています。昔

は地域の中に子供を見守ってくれるおっちゃん、おばちゃんがたく
さんいましたが、今はそういったことが少ないと思います。私たちの
活動を通して子供たちとのかかわりを持ってくれる地域の人びとが
増えて、みんなが子供たちを見守り、子供たちが安心して過ごせる
地域を作っていければと思います。例えば彦根青年会議所さんと
コラボして地域を巻き込んだ活動を何か行えればということも考え
ています。一緒に彦根を盛り上げていきましょう（笑）

寺居：私はもともと本業で子供を主体にしたレストランを経営しているの
ですが、その経緯からお話しますと、私はお店を始める前までは
小学生以下お断りくらいの本格的なレストランをしたいという想い
を持っていました。でも自身が結婚し、出産し、子育てしていく中
で、外食をしても子供と一緒に行けるお店が全然ないことに
気が付きました。だったら同じように子育てをしている親子にも楽
しんでもらえるお店を自分で作ろうと思ったことが「ＴＥＲＡＩＴＥＩ」の
始まりでした。その後レストランの事、子供の事を色々調べていくうち
に子供食堂というものがあることを知り、その時にいつかは自分もこ
んな活動がしたいという想いをずっと持っていました。そんな中で私
の所属する彦根商工会議所青年部の彦根ワークアカデミーという活
動でsdgsを学ぶための活動を地域の大学生と共に行って行こうとい
うものがあり、それをきっかけにしてみんなで子供たちを見守ってい
ける場所をつくろうと思いました。

Ｅ_ＫＯｎｏＯＴＡＫＵ
こども食堂

https://peraichi.co

m/landing_pages/v

iew/eekonootaku/

https://teraitei.com/
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広めろメンバーの想い
「広めろメンバーの想い」では委員会や委員長の想いを取材し記事にしていきます。今回は７０周年
準備特別委員会の委員長である橋本委員長、そして交流会を開催する夏原（慶）委員長にお話を伺い
ました。

筆者：今回の例会は副題から察するに、７０周年を意識した例会なのでしょうか？
橋本：そうですね。翌年に控えた７０周年に向けて、本年度からメンバーの結束

力を高め、７０周年へのイメージを共有して、気運を高めていく必要がある
と考えて、今回の例会を開催したいと思います。

筆者：具体的にはどういったことを考えておられますか？
橋本：具体的にはメンバー全員で横断幕を創ろうと考えています。メンバー全員

に旗に手形を押してもらって、そこに７０周年に向けた意気込みを書き込
んでいただこうと考えています。メンバーには例会当日までに手形とメッ
セージを書き込んでもらうつもりをしています。そして例会当日には理事長
に手形とメッセージを書き込んでもらって押してもらって、横断幕の完成を
全員で見届けていただきたいと思います。

「７月度例会～創り出そう！唯一無二の７０周年！～」

夏原：そうですね。でも今回は只のバーベキューでは
ないのです。バーベキューの中でいくつかの
チームに分かれていただいて、ピザ作りを行って
いただこうと考えているのですが、そのピザを作るための食材をある
方法で得ていただこうと考えています。

筆者：バーベキューでピザ作り。この時点でなんだかワクワクしますが、ある
方法とはどういったものでしょうか？

夏原：その方法は食材ドラフト会議です。どういったものかというとチームごと
に分かれていただいて、まず第一候補の食材を指名していただきます。
その際他のチームと指名した食材が被らなければそのままその食材は
獲得成功です。もし被ってしまったら、くじ引きで決めていただきます。

筆者：横断幕完成の感動を全員で共有するわけですね！
橋本：そうです。７０周年への気運を高めるために完成する場面を皆で見届けても

らい、この日から事業を開催する際には横断幕を必ず掲げたいと思います。
筆者：メンバーみんなの想いを乗せて７０周年を迎えるわけですね！
橋本：加えて宝さがしとクイズを融合させた周年ゲームを行ってもらうことで、これ

までの周年についての知識も得てもらえるように考えています。
筆者：最後に例会に向けて一言お願いします。
橋本：彦根青年会議所７０周年に向けた機運を高め、唯一無二の創立７０周年の

礎を本年度に築き、翌年に最高のバトンを繋ぎます。

筆者：まずは拡大交流会ではどんなことをされますか？
夏原：拡大交流会～ＬＥＴ’Ｓ ＥＮＪＯＹではバーベキューを楽しんでいただきなが

ら参加者に彦根青年会議所の魅力を知っていただければと考えています。
筆者：バーベキューですか。季節的にも気持ちよさそうですね

「拡大交流会～ＬＥＴ’Ｓ ＥＮＪＯＹ～」

「拡大交流会の詳
細、参加申し込み
はこちらから」

筆者：野球選手獲得でよく見るあれですね！面白そう
ですね！

夏原：そうです。当日はバーベキューの他にも楽しん
でいただけるように準備をしていますので、たくさ
んの方に参加していただきたいと思います。

これを繰り返して、理想のピザを目指すのです。他のチームがどんな食材を狙ってくるのか、希望
の食材を獲得しつつおいしいピザを作り上げるためには、どんなピザにするのか。チーム内での
話し合いと戦略がカギを握るのです。

彦根青年会議所ＷＥＢページ内 拡大交流会
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●２０２２年 ６月 ６日 １９時～
６月度(臨時総会)例会～現代の技術を学ぼう！～

事 業 ・ 例 会 案 内

理事会通信
この欄では青年会議所の肝と言っても過言ではない理事会の情報を紹介いたします。

・日時：５月２３日（月） １９時００分 ～ ２０時４９分
場所：文教スタヂオ５Ｆ

●審議事項
１号議案 ３月度公式訪問例会～豊かな未来への情報交換ｃｏｏｐｅｒａｔｉｏｎ～開催の件

全会一致をもって承認
２号議案 ７月度例会～創りだせ！唯一無二の７０周年！～開催の件

全会一致をもって承認
３号議案 ２０２２年度近畿地区大会高槻大会全員登録の件

全会一致をもって承認
４号議案 ６月度（臨時総会）例会 議案追加並びにアジェンダ一部変更の件

全会一致をもって承認

●２０２２年 ６月 １９日 １１時００分～
拡大交流会～ＬＥＴ’Ｓ ＥＮＪＯＹ！

●２０２２年 ７月 ６日 １９時～
７月度例会～創りだせ！唯一無二の７０周年！～

●２０２２年 ７月 ２日 ３日
近畿地区大会～高槻大会～

●２０２２年 ７月 １６日 １７日
サマーコンファレンス２０２２

●２０２２年 ７月 ２４日
彦根城写生大会表彰式

(ビバシティ彦根)

●２０２２年 ７月 ２４日～３０日
彦根城写生大会 作品展示

(ビバシティ彦根２階)

迎えろ！７０周年
彦根青年会議所は来年２０２３年で生誕７０周年！「迎えろ！７０周年」では来年度に控えた彦根

青年会議所生誕７０周年に向けての情報を記事にします。今回は現役メンバーで６０周年を経験した
福原悠平君、村上元気君、北村忠征君の３名にお話を伺いました。

質問：６０周年で一番思い出に残っていることは？
福原：私は当時委員長をしていましたが、周年部会長などはすごく忙しかったことが印象に残って

います。
村上：１０年近く前で忘れてしまっていますが、大変だった印象があります。
北村：入会した年なので訳も分からず只々駐車場警備！来られた方への挨拶。なんかめでたい日な

んやろうな？といった想い出です。

質問：最後に７０周年に期待することはありますか？
福原：みんなで創り上げていかなければいけないと思うので、協力を大切にしてほしい。
村上：大変だと思いますが頑張りましょう。
北村：６０周年から組織がどう変わったのか、当時よりも活気があるよ！ということを披露する。

８０周年へのビジョンを発表し、すべての方々から更なる信頼をしていただくということ。

質問：周年祭を行う意味とは何だとおもいますか？
福原：対外的にもそうですが、一番は自分たちを鼓舞するため、盛り上げるためにあると思います。
村上：これまでの節目として歴史を振り返って、今後に繋げていくためにあると思う。
北村：すべての方々への感謝！来賓の方、諸先輩方、この地域に暮らす方々、家族、社員、すべて。

我々が商売できるのも生活できるのも、このまちが豊かだからこそ成り立っています。だか
らこそすべての方々へ感謝しなければいけない。またこのまちを豊かにするためにＪＣ活動
をしていますが、何不自由なく活動できるのは諸先輩方が培ってくれたものがあるからです。
どこかで感謝を伝えなければいけない。その場が節目となる７０周年で、この場をお借りし
ますということ！


